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■掲示板

□国内外の関連会議情報
※新型コロナウィルス感染拡大防止のため，開催方法が変更になっている可能性があります．
ご参加を予定している場合は，主催元のホームページ等で最新の情報をお確かめ下さい．
開催期間 行事名 開催場所 関連ウェブページ
2022年
11/17–18 計測システム研究会2022＠ J-PARC～大

強度・高輝度ビーム利用実験での計測シ
ステムの現状と今後～

KEK東海キャンパス　東海1号館　
116室 （リモート接続併用を検討）

https://openit.kek.jp/workshop/2022/dsys/main

11/21–29 ISBA22—the 5th International school on 

Beam Dynamics and Accelerator Technology 

（ビーム力学と加速器技術の国際スクー
ル）

広島国際プラザ（東広島市） https://conference-indico.kek.jp/event/186/

2023年
5/7–12 IPAC23—The 14th International Particle Ac-

celerator Conference 2023

Venice Lido, Italia https://www.ipac23.org/

6/25–30 ISDEIV2023—30th International Symposium 

on Discharge and Electrical Insulation in 

Vacuum

沖縄県市町村自治会館（沖縄県那
覇市）

http://isdeiv2023.w3.kanazawa-u.ac.jp/index.html

7月 第60回アイソトープ・放射線研究発表会 東京都内会場またはオンライン開催

8月 第20回加速器学会年会 千葉県船橋市

■会告

■会員移動（2022年6月～2022年8月）
〔個人会員入会〕
大西　哲也（理化学研究所）
神尾　彬（広島大学）
熊谷　航平（東北大学）
黒木　賢一（いわて産業振興センター）
林　憲志（分子科学研究所）
藤井　将（兵庫県立大学）
堀井　弘幸（三菱電機株式会社）
松下　凌大（東京大学）

室尾　健人（広島大学）
楊　敏高（エネルギー加速器研究機構）
渡邉　勇一（高エネルギー加速器研究機構）

〔賛助会員入会〕
タイム株式会社
東洋ステンレス化工株式会社

〔個人会員退会〕
10名
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■編集後記

最近は，真面目に編集委員の務めを果たしてい
ない気がする．では以前はちゃんとしていたかと問
われると，首を傾げてしまう．でも編集委員会が対
面形式であった頃は，会議中に一言二言は発言し
ていたはず．それがリモート会議になりメイル審議
が中心となると，飛び交うメイルを斜め読みしてい
るうちに全てが決まっていくので，自分の存在理由
はなんだろう，などと老いた頭で考えていたら，こ
の編集後記の依頼が来た．ここ数年来，たまに面
倒な依頼が来たが，例外なく別の優れた適任の方
（達）に依頼したが全て断られて，諦めて妥協して
私の所に来た依頼であった．今回も（多分）同様だ
と思うが，長年（覚えていないが10年位？）編集委
員なので義務だと考え，このような駄文をしたため
ている．

昨年度から再雇用となり，加速器研究の現場か
ら離れ広報活動にも携わっている．そこで感じたの
は，一般社会の方々は科学へ高い関心を持ってい
る，ということ．ただし，惹きつけるには読みやす
く理解しやすい表現が必要．我々の学会誌は専門
家が対象なので同じ考え方はできないけれど，加
速器も専門が細かく分かれているので，自分の専
門分野以外の方々にも興味を持って読んでもらお
うと思えば，広報と同様の配慮が文章に求められ
る．自分ではそんな文章は書けないし，実は書くネ
タもない．と言う訳で，加速器学会誌を盛り上げる
ために，皆様からの面白いネタの提供をお待ちし
ています．

 高エネルギー加速器研究機構
 内藤富士雄


